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藤ふ
じ
わ
ら原　

　
平た

い
ら

無
所
属

（
30
分
）

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

籍
別
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
一
番
多
く
３

１
９
４
人
、
中
国
２
５
０
３
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
１
５
８
３
人
、
韓
国
７
４
１
人

ブ
ラ
ジ
ル
３
８
８
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

３
１
６
人
で
あ
る
。

②
国
籍
や
文
化
の
異
な
る
人
々
が
対
等

に
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
お
互
い
に
相
手

を
理
解
し
認
め
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
外
国
人
市
民
と
日
本
人
の
交
流
や

多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
、
日
本
語
教

育
、
生
活
相
談
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
施
策
の
充
実
に
取
り
組
み
、
誰
も
が

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

答

①
本
年
９
月
１
日
現
在
の
外
国

人
市
民
は
55
カ
国
９
８
５
２
人
で
、
国

問

在
留
外
国
人
の
増
加
に
伴
い

多
文
化
共
生
の
た
め
の
計
画
的
、
体

系
的
な
施
策
展
開
が
必
要
と
考
え
る
。

①
本
市
の
外
国
人
市
民
の
状
況
は
。

②
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
は
。

答

本
市
に
お
け
る
同
和
行
政
は
、

２
０
０
５
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
て
い

る
。
以
降
は
、
同
和
問
題
を
、
福
山
市

人
権
施
策
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
解
決

す
べ
き
人
権
問
題
の
一
つ
と
し
て
一
般

対
策
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
和
行
政
に
つ
い
て
の
市
長
の
答
弁

は
虚
偽
で
あ
り
許
さ
れ
る
の
か

問

市
民
の
嫌
が
る
同
和
行
政
一

般
対
策
（
差
別
を
す
る
な
、
差
別
を

す
る
な
旨
の
看
板
・
広
報
紙
・
市
民

憲
章
、
住
民
学
習
会
等
）
の
撤
廃
を

求
め
た
私
の
質
問
に
、
市
長
は
過
去

本
市
に
お
け
る
同
和
行
政
は
２
０
０

５
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
旨

の
答
弁
を
さ
れ
た
。

　
特
別
対
策
は
同
年
度
で
終
了
し
た

が
、
現
在
も
一
般
対
策
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か

に
も
同
和
行
政
そ
の
も
の
、
全
体
が

現
在
全
て
終
了
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
虚
偽
の
答
弁
が
許
さ
れ
る
の
か
。

石い
し
お
か岡　
久ひ

さ

彌や

無
所
属

（
30
分
）

答

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還

元
事
業
の
周
知
の
た
め
、
国
と
連
携
し

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
広
報
紙
に
よ
る

啓
発
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利

用
す
る
場
合
の
留
意
点
や
特
殊
詐
欺
の

被
害
に
遭
う
危
険
性
に
つ
い
て
市
民
に

注
意
喚
起
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携

し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
出
前

講
座
の
開
催
や
チ
ラ
シ
の
配
布
に
取
り

組
む
。

　
今
後
も
機
会
を
捉
え
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
減
少
に
努
め
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
に
対
応
す
る
た
め
に
は

問

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
等
の
ル
ー
ル
が
非
常
に
分
か
り
に

く
く
、
今
後
、
詐
欺
等
の
ト
ラ
ブ
ル

の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
高
齢
者
の

方
が
安
心
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に

移
行
す
る
た
め
の
対
応
は
。

宮み
や

地ち　
　
毅つ

よ
し

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）

平成30年度
企業会計決算を審査

　9 月定例会に提案された平成30年度の企
業会計（病院、水道、工業用水道、下水道の
各事業会計）決算認定議案を、企業会計決算
特別委員会（委員18人）を設置し、9 月25
日から27日まで審査しました。
　25日に帳簿等の書類審査、26日に質疑を
行い、各事業会計の予算が効果的に執行さ
れているかなどを審査しました。27日には
それぞれの事業会計について討論を行い採決
し、決算特別委員会として、それぞれの決算
を認定することに決定しました。
　なお、この結果は12月定例会の初日（12
月 4 日開催予定）で委員長報告を行います。

書類審査の様子


